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■量から質への本格的転換へ。 

 社労士制度創設 50 周年記念式典前 

に拝聴したシンポジウムが興味深く、 

いくつかポイントをご紹介します。 

 日本は上意下達でフィードバックをしない。それでは

今後萎んでいく。日本で働く人の平均年齢は今、４６

才。ここからどう生きるのか、まさに箱根駅伝の復路。

まだ半分。中高年にこそ柔軟な発想が不可欠。（諏訪

康雄氏／法政大学名誉教授） 

 例えば“ＡＩ”によって、いつどこに営業に行くと成果に

繋がるかが弾き出される。そこで人が動く。成果につ

ながる働き方はむしろ、量から質の仕事を増やす。

（崔 真淑氏／日経ＣＮＢＣ経済界解説委員） 

 仕事の量ではなく、（仕事の）質を与えられる会社は、

社員に「生活の質」も与える。（白河桃子氏／相模女

子大学客員教授） 

※シンポジウムテーマは「人を大切にする社会」。大切にする 

とは、チヤホヤすることではなく、「活かす」ことです。 

。 

■顧問･関与先様各位 

2019年 1月のニュースレターです。本年もよろしくお願いします。 

=【人と組織にかかわるハナシ】================== 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

=【先月の現場より】============================ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

=【人づくり関連情報紹介】===================== 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公開セミナー情報■ →2月中旬迄に実施予定の公開セミナー♪ 

・ １／８(火) 人事部門の働き方改革 人事業務の効率化（みずほ総合研究所／東京） 

・ １／１１(金) 新入社員研修・育成計画の進め方セミナー（日本能率協会／大阪） 

・ １／１８(金) 新入・若手社員のＯＪＴ指導者研修（みなとコンサルティング／兵庫） 

・ １／２４(木)、２５(金) 『採ってはいけない人』の見極め方（みずほ総合研究所／東京、大阪） 

・ ２／８(金) 求める人材を見極める！採用・面接実践講座（かいぎんビジネスセミナー／沖縄） 

・ ２／１４(木) 人事担当者の１2 か月（労務行政／東京） 

・ ２／１４(木)  採用・面接ステップ（あわぎんビジネスカレッジ／徳島／佐々木） 

・ ２／１５(金) 困った社員育成・指導の勘所（みずほ総合研究所／東京） 

※担当名がないセミナーは、代表／松下によるものです 

※2020 年 3 月までに予定されている公開セミナーは弊社サイト（http://an1139.blog.fc2.com/）でもご案内しています。 

 

2019年 1月号(172 号)  

■同じ一日をともに過ごしたことから始まる関係性。 

 先月お伺いしたＮ社からの帰宅中に参加者からメールが… 

今日はあっという間に 17 時になってしまって残念でした。

（中略）研修を受けて真剣に考えてみようと思いました。 

※公開セミナーではご参加者と名刺交換をして、その後メールで 

質問や感想をいただくことも多々ありますが、社内の研修では 

事務局（人事）とのやりとりはあっても、受講者と直接やりとり 

する機会は多くはありません。 

※それでもこうして講師に連絡をとってくださる社員がいらしたり 

ご参加者の半数からメールが届いたこともあります。つながる 

力がある≒さらに伸びる組織だなと、客観視できるんですよ。 

 

 

平成ヒットランキング一覧ファイル 

なるものをゲット！「平成 振り返り 
ビジネス」が暫く続きそうですね^-^ 
 

■何を「見える化」すると、気づきが進みますか？ 

 「他のメンバーに教えようとしない個人プレイの研究者」

「ライバルには自分が集めた情報を提供しない方が良い

と考えるトップ営業マン」に貴方ならどう対応しますか？ 

 ひとつの方策が「キャリアパスを見せる」ということ。例え

ば、経産省によるＩＴ人材のスキル体系（ＩＴＳＳ）では、 

https://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/download.html 
7 段階のレベル中、指導ができることで「４」、社内で認知

されることで「５」、市場で認知されることで「６」… 

とされています。「このままでは“３”どまりなんですよ」と

伝えることから始める 

ことが必要です。 

※こういう指標を、厚労省で 

はなく経産省が出している 

という点に少し残念さを感 

じる社労士のひとりです。 

 

 

 

業務配分の「適正さ」とは何ぞや？ 

 日本能率協会「組織活力とマネジメント意識調査」より。 

 日頃のマネジメントの悩みトップは「特定の人に仕事が偏っ

てしまう」が 40.5%と、2 位「新しい発想・チャレンジができて

いない」（22.0%）を大きく引き離す結果に。 

goo.gl/RytkDE 

※部署内の業務配分は所属長の責任のひとつですが、部下の 

スキル差と業務の質・量のマッチングは容易ではありません。 

※希望者に考え方を一枚にまとめたものを送ります。ご連絡を。 

 

■女性のみで集うのではなく、女性がきっかけで集う。 

 みずほ総研主催、半年に渡る学びの「松下直子人事教室」

も五期を終えました。そのＯＧ達が集う「人事女子勉強会」

を先月開催。一期生も五期生も、中には教室には参加して

いないけど一期生の友達という方も…多彩なメンバー！ 

※ある方から「なんで女子だけ？」と聞かれました。 

私はこう思うのです。今回もそうでしたが、 

20、30、40、50 代という多様性(役責も役員か

ら中堅までそれぞれ)が集う価値。共通点は、

人事で女子であるということだけ、あとは共通

点はないけれど、でもそこから繋がればいい。   
※今回は会社の事例共有。まさに 2018 

人事世相？の凝縮となりました。 

※次回は 6 月頃の開催の予定です。 

ご興味がある方は、お声がけください。 
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■ストレスがゼロになることはありませんが。 

 産業能率大学の通信教育講座、2019 年開講の「成果と

信頼を高める仕事術」講座の２か月目、「ストレスゼロの

秘訣！人間関係の作り方」のコンテンツ、 

PART2「職場の面倒な人のかわし方」→ 

第二章「厄介な部下・同僚」の編集に協力 

させていただいています。   
goo.gl/JzNKaY   
※通信教育のテーマもずいぶん変わりましたね。 

=【社労士あん、より人事労務、時事ネタ】========= 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

=【チームあん、からのお知らせ】================= 

 

 

 

 

 
 

 

=【【あん】のネットワークより♪】============== 

弊社のパートナーや友人・知人の方々をご紹介するコーナー。

今月は、このタイミングで是非ご紹介したい！2019 新卒の新人

にお勧めの、新入社員研修テキスト＠増谷淳子先生プレゼンツ。 

各社の新人研修担当の方に「いい新人用テキストないかしら？」

と訊かれたら、間髪入れずにご紹介しているのがこちらです！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊新人テキストとしての内容の充実ぶりは、他に類を見ません。 

＊データ納品（ワード）なので、自社独自テキストにカスタマイズ 

もできます。 

＊講師用テキスト（こちらもワード納品）とセットにしても、一万円 

しません。「先生…安すぎ」とつい突っ込んでしまいました＾＾ 

＊「社内講師を育成し、教える文化を根づかせていただきたい」 

という増谷先生の思いがあるからこそ、です！増谷先生は、 

新人研修こそ先輩社員が担当して教育することを推奨されて 

います。 

 

【編集後記／近況報告】 

イブの夜に太陽の塔「内部」の予約がとれました。 

圧巻でした！完全予約制ですが、関西にお越し 

の際は、是非お立ち寄りください＾－＾ 

 

 

 

 

 

■「形の教育」から「心の教育」へ。増谷先生の思い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ソフィアパートナーズ 

増谷 淳子先生 

https://www.sofia-partners.com/ 

＊トップページに「新人研修テキストバナーがあります！ 

 

--------------------------------------- 
        株式会社オフィスあん 

ＡＺ合同事務所、社労士オフィスあん 
大阪市淀川区宮原 1-7-7 

電話：06-6392-1139 

http://www.oan.co.jp/ 

------------------------------- 

 

 

■経営資源は「ヒト・モノ・カネ」だからこそ。 

 先月、労働政策審議会は、女性活躍に関する行動計画

の策定について、「101 人以上 300 人以下の企業にも策

定を義務づけることが適当」という建議を行いました。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000073981_00001.html 

※時期は未定とはいえ、対象規模企業は心づもりを。 

※労働政策研究・研修機構「企業の人的資産情報の見える化 

に関する研究」をみると、働き方改革に関する認定・選定は 

「くるみん」「えるぼし」等、女性活躍系？がほとんど（P34）。 

ひとつの象徴なのかもしれませんね。 

https://www.jil.go.jp/institute/research/2018/documents/185.pdf 

↑投資家が投資判断を行う際、中長期的な企業価値を判

断するために、財務諸表に表れる項目のみならず、非財

務情報を要素として組み込む動きが見られます。一読を。 

 

■学ぶことは変わること。変わる必要がある時代。 

 「管理職への志望度調査」→管理職(昇進)に興味がある

理由のトップは「自分を成長させたいから」（43％） 

https://corp.en-japan.com/newsrelease/2018/15683.html 

 「人生 100 年時代に向けた意識調査」→学び直しの意欲

を持つ人の割合は、正社員希望では男女とも 70％超。 

https://www.myilw.co.jp/research/report/2018_05.php 

 「2019 年のアルバイト・パート領域におけるトレンドキー

ワード」→「学び場イト」。 

https://www.recruitjobs.co.jp/press/pr20181217_1061.html 

※成長や学びを提供、実現できる組織が求められています。 

す。 

 

■老舗！人事労務系専門誌「労政時報」より 

＊見出しから人事のトレンドをつかんでください。 

【2018 年 12 月 14 日号】 

◇【特集 1】2018 年 海外赴任者の処遇 

◇【特集 2】グローバル経営人材育成の現状と今後の取組み 

【2018 年 12 月 28 日号】 

◇【特集 1】 2018 年 役員報酬・賞与等の最新実態 

◇【特集 2】 民法改正による人事労務分野への影響 

 

 

 

 

2018 年度版テキストを見直し、コンプライアンス、身だ

しなみ、言葉使い、電話応対、仕事の進め方他、細かな

点について改訂しております。 

① イラスト入りでわかりやすく作成しています 

② コンプライアンス、ＳＮＳを充実させています 

③ エンプロイアビリティやキャリアデザインについても

触れています 

④ 行動を習慣化するためのツールと、学習効果を出す

方程式を記載し、実践と継続を促しています 

⑤ 新入社員を「気がきく社員」に育てるコツについて、

講師用テキストに付録掲載しています 

メールや電話にて、テキスト使用方法やその他ご質問に

も対応いたします。ご遠慮なくお申しつけくださいませ。 

■今年から議論が本格的に加速しそうです。 

 昨年末、同一労働同一賃金ガイドラインが官報で公示。 

goo.gl/cKjCFD 

  


